
国
立
故
宮
博
物
院
蔵『
山
西
辺
垣
図
』お
よ
び『
山
西
三
関
辺
垣
図
』と

京
都
大
学
蔵『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』と
の
比
較

田
　
中
　
和
　
子

木
　
津
　
祐
　
子

は
じ
め
に

  

本
稿
で
は
、
前
稿
（
１
）
に
引
き
続
き
、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
関
す
る
調
査
報
告
を
行
う
。
二
○
一
○
年
の
春
か
ら
、
類
似
す
る
絵
図
の
所
在

調
査
に
着
手
し
、
六
月
、
十
月
、
お
よ
び
、
十
一
月
と
三
回
に
わ
た
り
、
台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
な
ら
び
に
中
央
研
究
院
で
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
極
め
て
よ
く
似
た
内
容
の
古
地
図
が
国
立
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
資
料
の
収

集
や
分
析
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
第
一
章
で
は
、
台
北
で
の
調
査
に
至
る
経
緯
と
三
回
の
調
査
内
容
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
の
『
山
西
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
関
す
る
書
誌
な
ど
の
基
本
情
報
を
木
津
が
整
理
し
、考
察
を
加
え
る
。

第
二
章
で
は
、
こ
れ
ら
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』、
京
都
大
学
蔵
の
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
含
ま
れ
る
図
幅
群
の
内
容
、
共
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通
点
と
相
違
点
、
描
か
れ
て
い
る
地
理
的
領
域
、
各
図
幅
の
配
列
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
田
中
が
報
告
す
る
。
最
後
に
、
今
回
の
一
連
の
調
査
で

得
ら
れ
た
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
研
究
の
見
通
し
と
課
題
を
示
す
。

　
　

第
一
章	

国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』『
山
西
辺
垣
図
』
の
来
歴

　

京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』（
以
下
『
布
陣
図
』
と
略
称
）
に
つ
い
て
は
、『
京
都
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
』
四
九
号
（
二
〇
一
〇
年
三

月
）
に
お
い
て
、
そ
の
予
備
的
考
察
を
行
い
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
燉
台
や
城
関
の
布
陣
状
況
が
、
明
の
崇
禎
十
年
（
一
六
三
七
）
以
降
、
清
の
順

治
年
間
（
一
六
四
四
〜
六
一
）
以
前
の
山
西
鎮
三
関
一
帯
の
長
城
沿
線
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
、
李
孝
聡
二
〇
〇
七
（
２
）
に
紹
介
さ
れ
る
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
が
、『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本

書
目　

增
訂
本
』（
一
九
六
七
年
）
に
著
録
さ
れ
る
も
の
と
同
一
で
、
そ
の
図
幅
の
大
き
さ
か
ら
考
え
、
本
学
『
布
陣
図
』
と
極
め
て
近
い
関
係

に
有
る
の
で
は
な
い
か
と
の
知
見
を
得
た
。
同
地
図
は
、
現
在
は
台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
の
所
蔵
で
あ
る
た
め
、
二
〇
一
〇
年
六
月
と
十
月
、

十
一
月
と
三
度
に
わ
た
り
国
立
故
宮
博
物
院
を
訪
問
し
、
当
院
図
書
文
献
処
の
協
力
の
も
と
、
所
蔵
の
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
さ
ら
に
図
書
文
献
処
保
管
の
画
像
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
本
学
所
蔵
の
『
布

陣
図
』
が
こ
の
二
組
の
地
図
群
と
由
来
を
同
じ
く
す
る
地
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
国
立
故
宮
博
物
院
の
上
記
二

組
の
地
図
群
は
破
損
が
著
し
く
、
現
品
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
現
時
点
で
は
不
可
能
で
、
詳
細
な
比
較
検
討
は
他
日
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、『
布
陣
図
』
と
同
じ
源
流
を
有
す
る
地
図
群
を
発
見
し
得
た
の
は
極
め
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
学
所
蔵
図
に

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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欠
落
し
て
い
た
図
幅
の
枚
数
と
、
そ
れ
が
本
来
ど
の
領
域
を
覆
う
地
図
で
あ
っ
た
の
か
等
、
そ
の
本
来
の
構
成
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
確
か
な
実
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
『
布
陣
図
』
の
本
来
の
構
成
に
つ
い
て
の
考
察
は
、第
二
章
に
お
け
る
議
論
に
譲
る
こ
と
と
し
、本
章
で
は
、国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
辺
垣
図
』

及
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
関
す
る
書
誌
情
報
に
関
す
る
分
析
と
、
台
湾
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
と
東
洋
文
庫
に
て
調
査
し
た
文
献
資
料

に
よ
る
分
析
を
軸
に
、
本
地
図
成
立
の
背
景
に
関
し
て
そ
の
梗
概
を
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
節
　『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』
の
著
録
と
現
蔵
地
図
の
比
較

　

台
湾
の
国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
『
山
西
辺
垣
図
』
及
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
は
、
も
と
京
師
図
書
館
の
清
内
閣
大
庫
旧
蔵
輿
図
で
あ
り
、
下

に
紹
介
す
る
通
り
、
そ
も
そ
も
は
巡
按
山
西
監
察
御
史
か
ら
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
進
呈
図
と
し
て
の
由
来
を
有
す
る
。
京
師
図
書
館
が
国
立
北
平

図
書
館
と
改
名
し
た
後
、
当
時
の
同
図
書
館
輿
図
部
主
任
で
あ
っ
た
王
庸
の
手
に
よ
り
、
一
九
三
二
年
に
大
規
模
な
修
復
と
目
録
作
成
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
成
果
は
、
ま
ず
『
國
立
北
平
圖
書
館
館
刊
』
第
六
巻
第
四
号
に
、
さ
ら
に
一
九
三
四
年
に
は
『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿

圖
目
録
』
と
し
て
同
図
書
館
か
ら
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
こ
の
目
録
掲
載
の
提
要
が
、
こ
れ
ら
の
地
図
群
に
関
す
る
基
礎
的
な
書
誌
資
料

と
な
る
。
い
ま
、
こ
の
目
録
に
基
づ
い
て
地
図
の
来
歴
を
確
認
し
、
併
せ
て
現
蔵
地
図
の
分
類
巻
立
て
と
の
比
較
対
照
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
目

録
の
著
録
と
国
立
故
宮
博
物
院
分
類
巻
立
て
と
の
対
照
表
を
表
一
と
し
て
掲
げ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

　
『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』（
以
下
「
王
庸
目
録
」
と
略
称
）
で
は
、（
二
七
）
〜
（
三
五
）
ま
で
九
種
の
『
山
西
辺
垣
図
』

を
著
録
す
る
（
表
一
参
照
）。
こ
れ
ら
九
種
の
地
図
群
に
続
い
て
記
さ
れ
る
提
要
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
長
文
に
わ
た
る
が
、
本
地
図
の
基
本

的
な
成
り
立
ち
を
知
る
上
で
不
可
欠
な
情
報
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
下
に
引
用
し
、
併
せ
て
日
本
語
訳
を
付
す
こ
と
と
す
る
。
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�　

右
山
西
邊
垣
圖
九
種
，
二
十
二
册
，
皆
山
西
監
察
御
史
所
進
呈
。
東
路
及
中
路
每
册
六
頁
，
西
路
每
册
八
頁
。
進
呈
御
史
姓
名
均
見
各

圖
綾
皮
面
上
。
其
綾
面
已
失
者
，
姓
名
遂
亦
無
考
。
舊
目
多
註
明
進
呈
年
份
，
不
知
其
何
所
依
據
。
今
據
雍
正
山
西
通
志
職
官
志
中
清
代

之
巡
按
山
西
監
察
御
史

：

黃
徽
印
（
當
即
圖
上
之
黃
徽

）
於
順
治
二
年
任
，
呂
維
橒
於
順
治
四
年
，
劉
漪
於
順
治
五
年
，
蔡
應
桂
亦
於

順
治
五
年
，
白
尚
登
於
順
治
十
五
年
任
，
大
抵
與
舊
目
所
記
相
合
。
惟
蔡
應
桂
在
順
治
五
年
任
御
史
，
而
舊
目
所
記
為
六
年
；
殆
因
蔡
氏

上
任
雖
在
五
年
，
而
其
進
呈
此
圖
之
時
或
在
六
年
也
。
惟
末
一
種
封
套
雖
記
劉
漪
所
進
，
而
內
中
三
册
之
封
面
均
已
失
去
，
中
路
一
册
尤

破
爛
不
堪
；
且
按
其
圖
畫
中
所
記
堡
墩
名
數
，
與
第
六
種
劉
漪
所
進
圖
有
不
同
處
，
與
其
他
各
圖
亦
多
差
異
；
疑
此
為
順
治
七
年
至
十
四

年
間
之
某
一
年
某
御
史
所
進
呈
；
或
此
三
路
三
册
，
本
非
一
部
，
係
錯
亂
配
合
，
而
將
劉
漪
所
呈
之
圖
之
封
套
，
亦
誤
合
一
處
耳
。
究
竟

如
何
，
尚
待
校
勘
。
又
按
白
尚
登
所
進
圖
，
其
西
路
綾
封
面
已
失
，
且
東
中
二
路
每
頁
右
上
角
所
記
墩
臺
總
數
，
均
作
一
二
三
等
繁
筆
字
，

而
西
路
則
作
普
通
簡
筆
字
；
故
西
路
一
册
，
疑
非
白
尚
登
原
圖
，
或
雖
係
白
氏
之
圖
而
另
為
一
部
；
後
人
因
其
散
失
不
全
，
強
為
配
合
耳
。

第
一
二
兩
種
，
內
容
圖
式
，
大
小
體
裁
大
致
與
其
他
諸
圖
相
似
，
惟
封
面
已
失
，
不
知
為
何
人
進
呈
，
而
所
記
各
城
堡
墩
臺
名
稱
，
皆
係

黑
字
，
與
以
下
順
治
間
圖
本
之
全
用
金
字
者
不
同
。
疑
此
即
明
代
御
史
所
進
呈
，
以
下
諸
圖
，
殆
皆
由
此
因
襲
。
至
於
第
二
種
黃
綾
邊
者
，

舊
京
師
圖
書
館
原
配
入
順
治
六
年
蔡
應
桂
圖
中
，茲
因
其
與
第
一
種
假
定
明
末
時
之
圖
本
相
同
，特
為
提
出
，故
蔡
應
桂
圖
仍
缺
西
路
一
册
。

　
　
　
　［
日
本
語
訳
］

　
　
　

�　

右
の
『
山
西
辺
垣
図
』
九
種
、
二
二
冊
は
、
み
な
山
西
監
察
御
史
が
進
呈
献
上
し
た
も
の
で
、
東
路
及
び
中
路
が
毎
冊
六
頁
、
西
路
は

毎
冊
八
頁
、
進
呈
者
た
る
御
史
の
姓
名
は
均
し
く
各
図
の
綾
表
紙
上
に
見
え
る
。
綾
表
紙
が
失
わ
れ
て
い
る
場
合
、
姓
名
は
手
が
か
り
が

無
い
こ
と
に
な
る
。
旧
目
録
に
は
、
し
ば
し
ば
進
呈
年
代
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
何
に
依
拠
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
い
ま
、
雍
正
年

間
の
『
山
西
通
志
』「
職
官
志
」
に
よ
れ
ば
、
清
代
の
巡
按
山
西
監
察
御
史
に
は
、
黄
徽
印
（
即
ち
図
上
に
あ
る
黄
徽

）
が
順
治
二
年
、
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呂
維
橒
が
順
治
四
年
、
劉
漪
が
順
治
五
年
、
蔡
應
桂
も
ま
た
順
治
五
年
、
白
尚
登
が
順
治
十
五
年
に
任
官
し
て
お
り
、
概
ね
旧
目
録
の
記

載
に
合
致
す
る
。蔡
應
桂
は
順
治
五
年
に
御
史
就
任
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
目
録
が
六
年
と
記
す
の
は
、蔡
氏
の
就
任
は
五
年
で
あ
っ

て
も
、
図
の
進
呈
時
期
が
順
治
六
年
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
最
後
の
一
種
の
封
套
に
は
、
劉
漪
進
呈
で
あ
る

旨
が
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
三
冊
の
表
紙
は
已
に
失
わ
れ
、
中
路
の
一
冊
は
と
り
わ
け
破
損
状
態
が
深
刻
で
、
し
か
も
そ
の
図
画
中
に
記

載
さ
れ
る
墩
堡
の
名
と
数
は
、
第
六
図
の
劉
漪
進
呈
図
と
は
異
な
る
部
分
を
有
し
、
他
の
諸
図
と
も
食
い
違
い
が
多
く
見
ら
れ
る
。
疑
う

ら
く
は
、
こ
の
図
は
、
順
治
七
年
か
ら
十
四
年
の
間
の
い
ず
れ
か
の
年
に
、
い
ず
れ
か
の
御
史
に
よ
っ
て
進
呈
さ
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
、

こ
の
三
路
三
冊
は
本
来
同
一
組
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
組
み
合
わ
せ
が
錯
乱
し
て
、
劉
漪
進
呈
図
の
封
套
で
、
誤
っ
て
同
一
組
に
組

み
合
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今
後
の
校
勘
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
白
尚
登

の
進
呈
し
た
図
で
は
、
西
路
部
分
の
綾
表
紙
が
失
わ
れ
て
お
り
、
且
つ
東
路
と
中
路
の
二
路
図
で
は
、
毎
頁
右
上
角
に
記
す
墩
台
総
数
を
、

す
べ
て
一
二
三
の
繁
筆
の
数
字
（
大
写
）
で
記
す
が
、
西
路
は
普
通
の
簡
筆
で
記
録
す
る
。
故
に
、
そ
の
西
路
一
冊
は
本
来
白
尚
登
の
原

図
で
は
な
い
か
、
も
し
く
は
白
氏
の
図
で
あ
っ
て
も
別
の
一
セ
ッ
ト
だ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
散
逸
し
て
完

全
で
な
い
為
に
、後
人
が
無
理
矢
理
一
つ
に
組
み
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
・
二
の
二
種
類
は
、内
容
図
式
、大
小
の
体
裁
、

概
ね
他
の
諸
図
と
類
似
し
て
い
る
が
、
た
だ
封
面
が
失
わ
れ
て
、
誰
の
進
呈
図
か
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
記
載
さ
れ
る
各
城
堡
墩
台
名

は
全
て
黒
字
で
、
そ
れ
以
降
の
順
治
年
間
図
本
が
全
て
金
字
を
用
い
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
れ
は
明
代
の

御
史
が
進
呈
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
降
の
諸
図
は
す
べ
て
こ
れ
（
明
代
御
史
進
呈
図
）
を
踏
襲
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
第
二

番
目
の
黄
綾
の
縁
取
り
が
有
る
も
の
は
、
旧
京
師
図
書
館
が
、
順
治
六
年
蔡
應
桂
図
の
中
に
配
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
第
一
の
明
末
時

図
本
と
仮
定
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
の
で
別
に
掲
出
し
た
。
そ
れ
故
に
、
蔡
應
桂
図
に
は
、
依
然
と
し
て
西
路
一
冊
を
缺
く
状
態
で

あ
る
。
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表
一  

山
西
辺
垣
図
の
名
称
及
び
書
誌
情
報
の
対
照
一
覧

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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（
１
）�

國
立
中
央
圖
書
館
編
輯
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
』（
國
立
中
央
圖
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に
は
、「
清
初
巡
按
山
西
監
察
御
史
蔡
應
桂
等
進
呈
絹
本
彩
繪　

五
七
×
八
五
公
分
北
平
」

と
著
録
さ
れ
る
（
三
三
九
頁
）。

（
２
）�『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』（
國
立
北
平
圖
書
館
、
一
九
三
四
年
）
八
～
一
○
頁
。
内
容
に
つ
い
て
は
本
稿
四
～
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）�（
４
） 

No.
６
の
劉
漪
進
呈
図
は
、『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』
に
は
全
三
冊
と
あ
る
が
、
国
立
故
宮
博
物
院
の
分
類
で
は
巻
二
と
巻
三
の
二
册
の
み
。
一
方
、
No.
７
の
蔡
應
桂

進
呈
図
は
、『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』
に
は
二
冊
と
あ
る
が
、
国
立
故
宮
博
物
院
の
分
類
の
巻
一
の
分
量
は
三
册
分
に
相
当
す
る
。

（
５
）�

國
立
中
央
圖
書
館
編
輯
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
』（
國
立
中
央
圖
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に
は
、「
清
初
巡
按
山
西
監
察
御
史
劉
漪
進
呈
絹
本
彩
繪　

四
六
×
七
三
．
五
公
分
北
平
」

と
著
録
さ
れ
る
（
三
三
九
頁
）。
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上
記
提
要
中
に
登
場
す
る
各
監
察
御
史
が
、
巡
按
山
西
と
し
て
任
命
さ
れ
る
の
は
、『
清
世
祖
実
録
』
に
よ
る
と
そ
れ
ぞ
れ
、

　
　
　
　
　

黃
徽
　

順
治
元
年
八
月
（
巻
七
），
呂
維
橒　

順
治
三
年
十
月
（
巻
二
八
），
劉
漪　

順
治
四
年
十
月
（
巻
三
四
），

　
　
　
　
　

蔡
應
桂　

順
治
五
年
十
一
月
（
巻
四
一
），
白
尚
登　

順
治
十
五
年
十
月
（
巻
一
二
一
）

と
な
り
、『
山
西
通
志
』（
雍
正
十
二
年
）「
職
官
志
」
の
記
述
に
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
３
）。
た
だ
、
王
庸
目
録
が
劉
漪
図
進
呈
年
を
順
治
六
年
と
し

て
著
録
す
る
の
は
、
彼
の
在
任
期
間
（
順
治
四
年
か
ら
五
年
）
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
「
五
年
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
翌
年
末
に
着
任
し

た
蔡
應
桂
の
進
呈
が
六
年
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
よ
り
整
合
性
が
生
ま
れ
る
。

　

こ
の
王
庸
目
録
は
、
清
内
閣
大
庫
所
蔵
当
時
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
記
事
で
あ
る
が
、
現
蔵
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
よ
る
巻
立

て
と
の
間
に
は
、
若
干
の
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
上
に
も
言
及
し
た
、
劉
漪
と
蔡
應
桂
両
者
進
呈
図

の
分
類
に
つ
い
て
で
あ
る
（
４
）。

　

王
庸
目
録
は
、
劉
漪
進
呈
図
は
「
全
三
冊
、
東
中
西
三
路
」
を
完
備
す
る
と
著
録
す
る
（
表
一
参
照
）。
し
か
し
、
現
蔵
の
国
立
故
宮
博
物
院

の
分
類
巻
立
て
で
は
、
こ
の
劉
漪
進
呈
図
に
相
当
す
る
『
山
西
辺
垣
図
』
は
巻
二
「
中
路
」
と
巻
三
「
西
路
」
の
二
冊
の
み
で
、
本
来
有
る
べ
き

「
東
路
」
該
当
冊
を
も
た
な
い
。
一
方
、
王
庸
目
録
で
「
東
中
二
路
」
二
冊
、「
西
路
」
を
缺
く
と
さ
れ
る
蔡
應
桂
進
呈
図
は
、
故
宮
の
分
類
で
は

『
山
西
辺
垣
図
』
巻
一
に
相
当
す
る
の
だ
が
、
実
は
そ
の
冊
内
に
は
、「
中
路
」
の
他
に
二
セ
ッ
ト
の
「
東
路
」
図
が
重
複
し
て
収
め
ら
れ
、「
東

東
中
」
三
冊
分
に
相
当
す
る
全
十
八
帖
の
内
部
構
成
を
見
せ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
の
『
山
西
辺
垣
図
』
巻
一
は
、
蔡
應
桂
の
名
が
記
さ
れ
る
封

面
と
は
別
に
裏
表
紙
を
備
え
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
裏
表
紙
に
配
さ
れ
る
の
は
、
本
来
は
封
面
で
あ
っ
た
と
覚
し
き
題
箋
の
剥
落
し
た
綾
皮
で
あ

り
、京
師
図
書
館
（
も
し
く
は
北
平
図
書
館
）
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
旧
分
類
ラ
ベ
ル
も
添
付
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
重
複
す
る
「
東
路
」

二
種
の
ど
ち
ら
か
の
封
面
で
あ
っ
た
も
の
が
、
題
箋
の
剥
落
に
よ
り
誤
っ
て
巻
一
の
裏
表
紙
に
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
蔡
應
桂
本
の
二

つ
の
「
東
路
」
の
い
ず
れ
か
が
、
本
来
は
劉
漪
進
呈
図
に
有
っ
て
現
蔵
で
失
わ
れ
て
い
る
劉
漪
本
「
東
路
」
だ
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
具
体
的
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に
ど
ち
ら
が
劉
漪
本
で
蔡
應
桂
本
で
あ
る
か
は
、
現
段
階
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
の
錯
簡
状
況
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

	
劉
漪
進
呈
図
（
全
三
冊
）　	

故
宮
分
類	

　

	

蔡
應
桂
進
呈
図
（
二
冊
）　　

故
宮
分
類

	
東
路	

×	

東
路	

巻
一
に
二
セ
ッ
ト

	

中
路	

巻
二	

中
路	

巻
一

	

西
路	

巻
三	

×	

×

　

ま
た
、
本
学
所
蔵
『
布
陣
図
』
各
図
幅
は
青
色
縁
綾
絹
（
中
廻
し
）
で
装
幀
さ
れ
て
い
る
が
、
故
宮
博
物
院
蔵
図
の
縁
綾
絹
は
、
す
べ
て
黄
色

も
し
く
は
紅
色
で
あ
る
。
こ
の
仕
様
の
相
違
が
、
朝
廷
献
上
本
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
を
区
別
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
王
庸
目
録
の
他
の
山
西

省
地
図
（
大
同
鎮
図
等
）
で
紙
本
が
「
青
綾
辺
」、
絹
本
が
「
紅
綾
辺
」「
黄
綾
辺
」
と
区
分
さ
れ
る
、
そ
の
よ
う
な
図
幅
の
材
質
に
対
応
す
る
も

の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
面
に
関
し
て
は
故
宮
本
と
同
じ
由
来
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
地
図
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
地
図
が
、
こ
れ
ら

の
順
治
二
年
か
ら
順
治
十
五
年
に
至
る
地
図
群
（
王
庸
目
録
は
そ
の
一
部
に
明
末
進
呈
の
地
図
が
含
ま
れ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
）
の
ど
の
描
図

様
式
に
よ
り
近
似
す
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

第
二
節
　『
布
陣
図
』
と
『
三
関
図
説
』
と
の
関
連

　

本
学
所
蔵
『
布
陣
図
』
は
、
朱
・
藍
・
緑
・
黄
・
金
と
、
多
彩
な
顔
料
に
よ
り
彩
色
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
主
要
な

城
関
堡
に
塗
ら
れ
た
鮮
や
か
な
朱
色
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
或
る
も
の
は
藍
色
、
或
る
も
の
は
黄
色
の
城
郭
に
よ
り
縁
取
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
城
郭
の
彩
色
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
こ
れ
ま
で
確
た
る
判
断
材
料
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
今
年
度
の
故
宮
博
物
院
に
お
け
る
同
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源
流
の
『
山
西
辺
垣
図
』、
ま
た
東
洋
文
庫
に
お
け
る
文
献
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
選
色
基
準
を
判
断
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

国
立
故
宮
博
物
院
所
蔵
地
図
の
写
真
は
、
発
色
の
効
果
が
完
全
で
は
な
く
、
大
凡
の
色
調
を
知
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
写
真
に
よ
っ
て
は
赤
と

茶
、
黄
の
区
別
や
、
藍
と
緑
の
区
別
が
判
然
と
し
な
い
も
の
も
多
数
存
在
す
る
。
そ
の
為
、
各
城
関
堡
の
色
彩
面
で
の
比
較
は
、
一
部
の
比
較
的

鮮
明
な
写
真
を
除
け
ば
慎
重
に
進
め
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
そ
の
地
図
冊
中
に
、
極
め
て
鮮
明
に
色
彩
が
判
別
で
き
る
城
関
堡
が
二
つ
存
在
し

た
。
そ
れ
は
、
く
す
ん
だ
色
調
の
中
に
在
っ
て
、
ま
る
で
蛍
光
塗
料
が
塗
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
鮮
や
か
な
白
色
の
城
郭
で
囲
ま
れ
た
、「
利
民
堡
」

と
「
鵰
窩
梁
堡
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
白
い
城
郭
で
囲
ま
れ
た
大
規
模
な
城
関
堡
は
存
在
し
な
い
。

　

こ
の
事
実
を
手
が
か
り
に
『
三
関
図
説
』（
万
暦
三
十
五
年
序
、
康
丕
揚
撰
、
東
洋
文
庫
・
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館
蔵
）
の
「
利
民
堡
」・

「
鵰
窩
梁
堡
」
の
記
述
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て
こ
の
二
堡
は
他
の
城
関
堡
と
は
異
な
り
、「
石
組
み
（
石
砌
）」
の
城
壁
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
二
堡
以
外
に
、
石
組
み
の
堡
は
文
献
上
に
も
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
事
実
を
手
が
か
り
に
、
改
め
て
『
三
関
図

説
』
の
記
述
と
『
布
陣
図
』
上
の
城
郭
に
施
さ
れ
た
彩
色
と
を
対
比
さ
せ
た
と
こ
ろ
、「
甎
包
」
と
記
さ
れ
る
城
堡
は
藍
色
、「
土
堡
」
で
あ
れ
ば

黄
色
と
い
う
明
白
な
対
応
関
係
が
う
か
び
あ
が
っ
た
。
つ
ま
り
、
城
郭
の
藍
・
黄
・
白
の
色
分
け
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
甎
（
瓦
）
・
土
・
石
と
い
う

城
郭
の
材
質
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
章
末
尾
に
掲
げ
る
の
が
、
そ
の
色
分
け
と
『
三
関
図
説
』
で
の
記
述
対
照
表
で
あ
る
（
表
二
）。

　

極
く
少
数
の
非
対
応
項
目
に
は
▼
を
付
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ
ら
▼
に
お
け
る
非
対
応
も
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
太
安
嶺
以
外
は
す
べ
て
、『
三

関
図
説
』
で
は
「
土
」
と
記
さ
れ
な
が
ら
『
布
陣
図
』
で
「
藍
」
と
な
る
も
の
で
、そ
の
逆
は
存
在
し
な
い
。こ
れ
ら
は
時
間
の
経
過
に
よ
り
、『
三

関
図
説
』成
立
後
に「
甎
包
」工
事
が
施
さ
れ
た
結
果
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。事
実
、『
布
陣
図
』で
藍
色
の
城
郭
で
縁
取
ら
れ
る「
白

草
溝
堡
」
は
、『
三
関
図
説
』
で
は
「
土
堡
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
そ
の
解
説
文
中
に
「
萬
曆
三
十
三
年
新
議
用
甎
石
包
修
」（
万
暦
三
十
三
年
に
、

甎
石
に
て
城
壁
を
掩
う
工
事
を
立
案
し
た
）
と
あ
っ
て
、
そ
の
藍
色
に
塗
ら
れ
た
城
郭
も
、
万
暦
三
十
三
年
以
降
の
改
築
工
事
の
結
果
を
反
映
し
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た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。
他
の
「『
布
陣
図
』
藍
〜
『
三
関
図
説
』
土
堡
」
の
非
対
応
も
、
同
様
の
時
間
経
緯
を
反
映
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
甎
石
（
藍
）
か
ら
土
（
黄
）
へ
の
後
退
は
有
り
得
な
い
。「『
布
陣
図
』
藍
〜
『
三
関
図
説
』
土
堡
」
に
対
し
て
「『
布
陣
図
』

黄
〜
『
三
関
図
説
』
甎
」
と
い
う
逆
の
例
が
存
在
し
な
い
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
事
実
を
物
語
る
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
説
明
し
き
れ
な
い
地
点
が
一

箇
所
見
ら
れ
る
。そ
れ
は
「
太
安
嶺
」
で
あ
る
。こ
の
堡
は
、『
布
陣
図
』
黄
〜
『
三
関
図
説
』
土
堡
と
し
て
、綺
麗
な
対
応
を
示
し
て
い
る
の
だ
が
、

実
は
『
三
関
図
説
』
の
絵
図
、太
安
嶺
堡
図
の
横
に
小
字
で
「
萬
曆
三
十
三
年
包
完
甎
石
」
と
の
注
記
が
確
認
さ
れ
る
。こ
れ
が
正
し
い
と
す
る
と
、

『
布
陣
図
』
は
藍
色
に
塗
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、な
ぜ
本
学
『
布
陣
図
』
で
は
黄
色
表
示
（
土
包
）
の
ま
ま
な
の
か
、

現
状
で
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
、
更
に
文
献
資
料
上
の
考
証
を
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
る
。
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表
二　
『
布
陣
図
』
城
郭
の
配
色
と
『
三
関
図
説
』
に
記
さ
れ
る
建
材
質
と
の
対
照

　
　

※
配
色
欄
に
（
故
宮
）
と
注
記
し
た
も
の
は
，
故
宮
蔵
地
図
に
よ
り
確
認
し
た
も
の
で
，
そ
れ
以
外
は
京
大
蔵
『
布
陣
図
』
中
の
配
色
を
示
す
。

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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第
二
章   『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
比
較
分
析

第
一
節
　『
山
西
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
描
か
れ
る
空
間
範
域

　
『
山
西
辺
垣
図
』
の
巻
一
か
ら
巻
十
七
に
は
一
二
八
枚
、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
は
二
○
枚
の
図
幅
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
一
四
八
枚
の
図
幅

を
、ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
（
カ
ラ
ー
）
か
ら
印
刷
し
た
も
の
、お
よ
び
、写
真
（
カ
ラ
ー
）
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
入
手
し
た
（
す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ
）。

画
像
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
鮮
明
で
は
な
い
上
に
、
モ
ノ
ク
ロ
・
コ
ピ
ー
ゆ
え
に
、
本
来
の
色
調
や
濃
淡
の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い
。
ま
た
、
保
存
状

態
が
良
好
と
は
言
い
難
く
、
書
き
込
ま
れ
た
金
泥
文
字
が
剥
落
し
た
り
薄
く
な
っ
た
り
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
読
み
取
り
は
極
め
て
困
難
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
確
認
で
き
た
わ
ず
か
な
文
字
情
報
の
他
、
描
か
れ
た
城
や
陣
、
地
形
等
の
形
態
や
様
相
な
ど
も
手
が
か
り
と
し
て
、『
山
西
三

関
辺
垣
図
』
と
『
山
西
辺
垣
図
』
の
一
四
八
枚
の
図
幅
が
、そ
れ
ぞ
れ
、ど
こ
の
地
域
の
ど
の
範
囲
を
描
い
て
い
る
の
か
特
定
す
る
作
業
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
含
ま
れ
る
十
三
枚
の
図
幅
と
照
合
し
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
確
認
で
き
た
も
の
に
は
、『
布
陣
図
』

で
採
用
し
た
の
と
同
じ
図
幅
名
を
用
い
て
識
別
す
る
こ
と
と
し
た
（
注
１
）。
そ
の
結
果
、
城
や
堡
な
ど
の
位
置
や
数
、
地
形
の
様
子
、
描
写
の
仕
方

な
ど
で
多
少
異
な
る
点
も
あ
る
が
、『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
は
、
全
部
で
二
○
種
類
の
図
幅
が
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
二
○

種
類
の
図
幅
に
は
、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
を
構
成
す
る
十
三
枚
の
図
幅
（「
平
刑
」、「
車
道
塲
口
」、「
北
樓
」、「
茹
越
・
廣
武
」、「
鴈
門
」、「
白

草
溝
」、「
寧
武
」、「
老
營
」、「
水
泉
營
」、「
草
垜
山
」、「
偏
關
」、「
河
會
」、「
岢
嵐
」）
と
対
応
す
る
も
の
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　

よ
っ
て
、
国
立
故
宮
博
物
院
の
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
は
あ
る
が
、
京
都
大
学
蔵
の
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
は
な
い

と
い
う
図
幅
は
七
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
幅
を
、
城
壁
な
ど
の
形
態
が
比
較
的
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
『
山
西
鎮
総
図
』（
明
万
暦
三
十
一

年
）（
一
六
○
三
年
）（
５
）
お
よ
び
『
山
西
辺
関
図
』（
乾
隆
十
五
年
）（
一
七
五
○
）（
６
）、『
三
関
図
説
』（
明
万
暦
三
十
五
年
）（
一
六
○
七
）（
７
）

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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に
描
か
れ
た
長
城
や
城
や
陣
の
形
態
と
配
置
、
河
川
や
山
な
ど
の
様
相
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
七
種
類
の
図
幅
は
、

長
城
を
は
さ
ん
で
新
旧
の
盤
道
梁
堡
が
対
置
さ
れ
て
い
る
「
盤
道
梁
」、
長
城
と
河
川
の
交
差
点
の
両
岸
に
陽
方
口
堡
と
円
形
の
衛
衝
が
置
か
れ

る
「
陽
方
口
」、
神
池
堡
の
城
壁
の
西
に
大
き
な
池
が
あ
る
「
神
池
」、
下
部
の
ふ
く
ら
ん
だ
壺
形
の
白
い
城
壁
を
持
つ
利
民
堡
が
描
か
れ
る
「
利

民
」、
屈
曲
す
る
長
城
に
沿
っ
て
数
か
所
に
陣
が
配
置
さ
れ
て
い
る
「
長
林
」、
黄
河
と
黄
河
へ
注
ぐ
支
流
に
囲
ま
れ
た
樺
林
堡
に
隣
接
し
て
支
流

を
ま
た
ぐ
衛
衝
が
築
か
れ
て
い
る
「
樺
林
」、黄
河
中
の
二
つ
の
中
州
（
小
島
）
の
所
在
が
特
徴
的
な
「
樓
子
營
」
と
命
名
で
き
る
図
幅
で
あ
っ
た
。

  

同
一
の
種
類
の
図
幅
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
描
く
領
域
が
、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
と
『
山
西
辺
垣
図
』
の
各
巻
に

含
ま
れ
る
図
幅
と
の
間
で
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
各
図
幅
が
描
く
空
間
範
域
が
長
城
に
沿
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
図
一
に
、
各
図
幅
に
描
か
れ
る
主
要
な
地
名
を
記
し
、
お
お
よ
そ
の
地

理
的
領
域
を
区
分
し
て
い
る
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
含
ま
れ
る
十
三
図
幅
が
描
く
範
囲
と
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
の
『
山
西
辺
垣

図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
か
ら
確
認
で
き
た
七
図
幅
が
描
く
範
囲
と
を
区
別
し
て
示
し
て
い
る
。

　

全
二
○
種
類
の
図
幅
に
よ
っ
て
、
前
稿
（
注
１
）
で
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
含
ま
れ
る
図
幅
に
欠
落
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
箇
所
（
盤
道

梁
と
陽
方
口
付
近
、
お
よ
び
、
中
路
沿
い
の
一
帯
）
の
空
白
が
埋
ま
り
、
黄
河
に
沿
う
地
帯
も
連
続
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
は
、
内
長
城
の
東
路
・
中
路
・
西
路
地
帯
を
描
く
地
図
と
言
え
よ
う
。
岢
嵐
州
や
嵐
縣
を
描
く
「
岢
嵐
」
の
領
域
は
、
長
城
か
ら
黄
河
沿
い

に
描
か
れ
る
地
帯
と
連
続
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
は
確
定
で
き
な
い
た
め
、
前
稿
（
注
１
）
で
示
し
た
範
域
の
ま
ま
と
し
て

い
る
。

　

東
路
、
中
路
、
西
路
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
六
図
幅
、
六
図
幅
、
八
図
幅
で
描
か
れ
る
。
図
二
に
は
、
こ
れ
ら
二
○
の
図
幅
の
描
く
空
間
範
域
を
東

路
・
中
路
・
西
路
に
分
け
て
、
参
照
番
号
を
付
し
て
い
る
。
番
号
は
、
基
本
的
に
、
東
か
ら
西
へ
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺

垣
布
陣
図
』
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
参
照
番
号
で
は
中
１
、
中
３
～
６
、
西
５
と
西
６
で
示
さ
れ
る
図
幅
で
あ
る
。
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図
一

　
京

都
大

学
蔵

『
山

西
辺

垣
布

陣
図

』
に

描
か

れ
る

領
域

と
国

立
故

宮
博

物
院

蔵
の

『
山

西
辺

垣
図

』
と

『
山

西
三

関
辺

垣
図

』
に

描
か

れ
る

領
域

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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図
二

　「
山

西
辺

垣
図

群
」（

二
○

図
幅

）
の

描
く

領
域

と
名

称
お

よ
び

参
照

番
号
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表
三  

国
立
故
宮
博
物
院
蔵
『
山
西
辺
垣
図
』
・
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
お
よ
び
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部
構
成
一
覧
表

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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（
注
） �『
山
西
辺
垣
圖
』の
統
一
編
号
（
巻
数
）
は
、
国
立
故
宮
博
物
院
に
よ
る
。
進
呈
年
代
お
よ
び
進
呈
者
は
、『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』（
國
立
北
平
圖
書
館
、
一
九
三
四
年
）、
八
～
一

○
頁
に
よ
る
。
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第
二
節
　『
山
西
辺
垣
図
』、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
な
ら
び
に
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
内
部
構
成

　

表
三
に
、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
と
『
山
西
辺
垣
図
』
の
構
成
を
示
し
て
い
る
。
進
呈
年
代
と
進
呈
者
（
８
）
に
従
っ
て
並
べ
、
こ
れ
ら
と
比
較

す
る
た
め
、
最
下
段
に
は
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
構
成
を
配
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
図
幅
の
配
列
順
序
と
そ
の
図

幅
名
、各
図
幅
が
描
く
空
間
範
域
の
参
照
番
号
（
図
二
）
を
示
す
。『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
の
統
一
編
号
（
巻
数
）
も
合
わ
せ
て
表
記
し
て
い
る
（
表

一
を
参
照
さ
れ
た
い
）。  

　
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
の
巻
一
を
除
い
て
、
巻
二
か
ら
巻
十
七
ま
で
の
各
巻
は
、
東
路
、
中
路
、
西
路
の
い
ず
れ
か
一
路

を
描
い
て
い
る
。
巻
一
に
は
、
中
路
が
一
組
（
六
図
幅
）
と
東
路
が
二
組
（
六
図
幅
＋
六
図
幅
）
含
ま
れ
る
。『
山
西
辺
垣
図
』
は
、
東
路
（
六

図
幅
）、
中
路
（
六
図
幅
）
お
よ
び
西
路
（
八
図
幅
）
を
一
組
ず
つ
含
む
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
は
、
東
路
、
中
路
、
西
路
す

べ
て
の
路
の
図
幅
が
含
ま
れ
る
が
、
中
路
で
五
図
幅
、
西
路
で
二
図
幅
を
欠
く
。

　

巻
二
か
ら
巻
十
七
の
そ
れ
ぞ
れ
を
構
成
す
る
図
幅
は
、
基
本
的
に
東
か
ら
西
へ
と
い
う
順
序
で
配
列
さ
れ
て
お
り
、
図
二
の
地
図
で
の
参
照
番

号
と
も
対
応
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
巻
一
で
は
、
中
路
が
東
路
よ
り
先
に
配
列
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
東
路
の
図
幅
が
二
組
続
く
。
こ
れ
ら
二
組
と

も
、
東
路
の
図
幅
の
配
列
順
序
は
地
図
上
の
参
照
番
号
の
順
序
に
逆
行
し
て
い
る
。
東
路
が
巻
の
最
初
に
並
ぶ
の
が
通
常
と
す
る
と
、
東
路
が
二

組
あ
る
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
こ
の
巻
は
、
路
の
配
置
が
逆
に
な
り
、
さ
ら
に
、
東
路
の
配
列
順
が
逆
転
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
山
西

三
関
辺
垣
図
』
と
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
の
図
幅
の
配
列
順
序
は
、
東
路
、
中
路
、
西
路
と
い
う
構
成
順
序
に
も
、
各
路
内
部
で
の
東
か
ら
西
へ

と
い
う
順
序
に
も
合
致
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
な
配
列
順
序
に
は
合
致
し
な
い
図
幅
の
並
べ
方
で
集
成
さ
れ
て
い
る
。

  『
山
西
辺
垣
図
』
の
巻
一
～
巻
十
七
全
体
で
は
、
東
路
の
図
幅
群
は
六
組
、
中
路
は
六
組
、
西
路
は
七
組
あ
る
。
東
路
・
中
路
・
西
路
を
一
セ
ッ

ト
と
す
る
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
の
は
、
黄
徽

が
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
進
呈
し
た
と
さ
れ
る
巻
十
三
～
十
五
と
巻
十
～
十
二
、
呂
維
橒
が
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順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
に
進
呈
し
た
と
さ
れ
る
巻
七
～
九
、
白
尚
登
が
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
に
進
呈
し
た
と
さ
れ
る
巻
四
～
六
の
四
つ

で
あ
る
。
劉
漪
が
順
治
六
年
（
一
六
四
九
）
に
進
呈
し
た
も
の
に
東
路
が
欠
け
、
同
年
、
蔡
應
桂
が
進
呈
し
た
も
の
に
は
東
路
が
重
複
す
る
が
、

西
路
が
欠
け
る
。
巻
一
の
重
複
す
る
東
路
二
組
の
う
ち
、
一
組
が
本
来
は
別
の
巻
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、

順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
か
ら
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
ま
で
に
進
呈
さ
れ
た
も
の
全
体
の
な
か
に
あ
る
べ
き
西
路
一
組
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
欠
け
て
い
る
七
図
幅
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
巻
や
図
の
所
在
は
、
国
立
故
宮

博
物
院
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

図
の
大
き
さ
に
つ
い
て
み
る
と
、『
山
西
辺
垣
図
』
は
五
七
×
八
五
セ
ン
チ
（
９
）、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
は
四
六
×
七
三
・
五
セ
ン
チ
（

    10
）、
京

都
大
学
蔵
『
布
陣
図
』
の
図
幅
部
分
の
大
き
さ
は
四
四
・
五
×
七
○
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
（
注
１
）。
後
者
二
つ
の
絵
図
の
大
き
さ
は
比
較
的
近
い
。

大
き
さ
の
違
い
が
何
を
意
味
す
る
か
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
の
各
図
幅
の
縁
（
中
廻
）
の
布
の
色
は
紅
も
し
く
は
黄
、
京
都
大
学
蔵
の
『
布
陣
図
』

は
紺
と
い
う
色
の
違
い
の
意
味
と
と
も
に
、
今
後
解
明
す
べ
き
点
で
あ
る
。

第
三
節
　『
山
西
辺
垣
図
』、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
な
ら
び
に
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
お
け
る
描
図
の
検
討

　

最
後
に
、
本
章
第
一
節
で
言
及
し
た
、
描
図
に
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
表
四
に
、
五
臺
山
の
位
置
、
利
民

堡
の
形
状
、
嵐
縣
の
向
き
と
位
置
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
『
山
西
辺
垣
図
』、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
で
、
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
か
を
示
す
。
五
臺
山
、利
民
堡
、嵐
縣
の
図
は
、『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』
に
つ
い
て
は
写
真
か
ら
、ま
た
、『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山

西
三
関
辺
垣
図
』
に
つ
い
て
は
、
国
立
故
宮
博
物
院
で
入
手
し
た
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
あ
る
い
は
コ
ピ
ー
の
図
か
ら
ト
レ
ー
ス
し
、
縮
小
し
た
も
の
で

あ
る
。
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表
四  『
山
西
辺
垣
図
』、『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
お
け
る
五
臺
山
と
利
民
堡
と
嵐
縣
の
形
態
比
較
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（
注
） �『
山
西
辺
垣
圖
』の
統
一
編
号
（
巻
数
）
は
、
国
立
故
宮
博
物
院
に
よ
る
。
進
呈
年
代
お
よ
び
進
呈
者
は
、『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』（
國
立
北
平
圖
書
館
、
一
九
三
四
年
）、
八
～
一

○
頁
に
よ
る
。

京都大學文學部硏究紀要　第 50 号

二
三



　

五
臺
山
は
、
巻
十
三
と
巻
十
（
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
進
呈
）
お
よ
び
巻
七
（
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
進
呈
）
で
は
「
北
樓
」
図
の
左
下

に
描
か
れ
て
い
る
が
、
巻
一
（
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
進
呈
）
と
巻
四
（
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）
進
呈
）
で
は
図
幅
の
右
下
に
位
置
が
変

わ
る
。
た
だ
し
、
巻
一
に
含
ま
れ
る
二
組
の
東
路
図
の
う
ち
の
一
組
で
は
「
北
樓
」（
配
列
十
）
に
、
他
の
組
で
は
、
地
理
的
に
は
「
北
樓
」
の

西
隣
の
「
茹
越
・
廣
武
」（
配
列
十
五
）
に
五
臺
山
が
描
か
れ
て
い
る
。『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
と
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
で
は
、五
臺
山
は
、「
北

樓
」
図
幅
の
左
下
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

利
民
堡
は
、他
の
城
や
堡
と
比
べ
る
と
、白
壁
と
形
が
極
め
て
特
徴
的
な
陣
で
あ
る
。巻
十
四
（
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
進
呈
）
か
ら
巻
一
（
順

治
六
年
（
一
六
四
九
）
進
呈
）
ま
で
は
、下
側
の
左
右
の
角
を
斜
め
に
切
っ
た
形
で
城
壁
が
描
か
れ
て
い
る
が
、巻
四
（
順
治
十
五
年
（
一
六
五
八
）

進
呈
）
で
は
、
下
部
が
六
角
形
に
ふ
く
ら
ん
だ
壺
の
よ
う
な
形
の
城
壁
で
あ
る
。『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
で
も
同
様
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。

　

他
の
資
料
で
は
、利
民
堡
の
城
壁
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。「
山
西
鎮
総
図
」（『
九
辺
図
』明
隆
慶
三
年（
一
五
六
九
））（    11
）で
は
、

長
城
は
利
民
堡
の
上
部
に
描
か
れ
、
左
右
に
水
平
に
延
び
る
。
利
民
堡
の
方
形
の
城
壁
の
東
側
の
壁
か
ら
台
形
状
の
極
衝
が
突
き
出
て
い
る
。
利

民
堡
と
極
衝
の
間
に
は
城
壁
が
あ
る
が
、
全
体
を
九
○
度
右
回
転
し
て
、
外
壁
だ
け
を
た
ど
る
と
下
部
の
ふ
く
ら
ん
だ
壺
形
で
あ
る
。『
山
西
鎮

総
図
』（
明
万
暦
三
十
一
年
）（
一
六
○
三
年
）（
注
５
）
で
も
下
部
が
六
角
形
に
ふ
く
ら
ん
だ
壺
の
形
の
城
壁
で
あ
る
が
、
ふ
く
ら
み
は
角
張
っ
て
お

ら
ず
、
曲
線
で
あ
る
。『
三
関
図
説
』（
明
万
暦
三
十
五
年
）（
一
六
○
七
）（
注
７
）
は
縦
長
の
矩
形
の
下
辺
を
揺
や
か
な
曲
線
で
描
い
て
い
る
。『
山

西
辺
関
図
』（
乾
隆
十
五
年
）（
一
七
五
○
年
）（
注
６
）
で
は
、
こ
れ
と
同
じ
形
状
に
描
い
た
も
の
と
、
直
線
と
曲
線
を
組
み
合
わ
せ
て
描
い
た
も
の

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）
測
絵
の
五
万
分
の
一
地
形
図
「
利
民
堡
」（
    12
）
で
は
、
利
民
の
城
壁
は
北
東
方
向
に

傾
い
た
矩
形
で
あ
る
。

　

三
番
目
の
例
は
、
嵐
縣
の
向
き
と
位
置
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
巻
十
六
か
ら
巻
七
（
順
治
四
年
（
一
六
四
七
）
進
呈
）
ま
で
は
、
左
側
の
城
壁
が

斜
上
を
向
き
、「
岢
嵐
」
図
の
右
下
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
巻
三
（
順
治
六
年
（
一
六
四
九
）
進
呈
）
か
ら
以
降
は
、「
岢
嵐
」
図
の
左
下
に
位
置
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が
変
わ
り
、
右
側
の
城
壁
が
斜
上
を
向
く
。

　

五
臺
山
の
位
置
も
、
利
民
堡
の
形
状
も
、
嵐
縣
の
向
き
と
位
置
も
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
安
易
な
判
断

は
で
き
な
い
。
五
臺
山
の
位
置
の
違
い
や
特
定
の
時
点
で
の
位
置
転
換
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
他
の
城
や
陣
な
ど
と
の

相
対
的
な
関
係
や
「
北
樓
」
と
「
茹
越
・
廣
武
」
と
の
領
域
の
区
分
、
他
の
絵
図
資
料
や
文
献
等
で
の
五
臺
山
の
描
か
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
の
分

析
が
前
提
と
な
ろ
う
。
利
民
堡
に
つ
い
て
も
、
城
壁
の
改
築
が
行
わ
れ
た
の
か
、
描
き
手
が
採
用
し
た
描
き
方
の
問
題
な
の
か
、
描
く
際
の
丁
寧

さ
や
詳
し
さ
の
問
題
な
の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
嵐
縣
の
例
も
、
岢
嵐
州
と
の
相
対
的
な
関
係
と
、「
岢
嵐
」
図
幅
そ
の
も
の

の
向
き
、
た
と
え
ば
、
黄
河
が
ど
ち
ら
の
方
向
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
々
の
事
物
の
描
写
に
つ
い
て
の
検
討
だ
け
で
な
く
、
も
し
仮
に
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
の
原
型
に
あ
た
る
図
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
た
可

能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
原
図
か
ら
の
写
し
方
の
多
様
さ
な
の
か
、
誤
写
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
考
慮
す
べ
き
要

素
は
多
い
が
、
城
や
堡
、
山
河
な
ど
の
地
形
描
写
を
絵
図
の
作
成
年
代
や
作
成
方
法
な
ど
を
特
定
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

国
立
故
宮
博
物
院
で
の
調
査
に
よ
る
収
集
資
料
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
諸
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
第
一
に
、
国
立
故

宮
博
物
院
に
は
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
極
め
て
よ
く
似
た
内
容
の
『
山
西
辺
垣
図
』
お
よ
び
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
が
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
山
西
辺
垣
図
群
」
と
呼
ぶ
と
す
る
と
、こ
の
「
山
西
辺
垣
図
群
」
は
三
組
（
二
○
図
幅
）
で
構
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
組
が
描
く
の
は
、
内
長
城
の
東
路
（
六
図
幅
）
・
中
路
（
六
図
幅
）
・
西
路
（
八
図
幅
）
に
沿
う
地
帯
で
あ
る
こ
と
。
東
路
の
六
図

幅
、
・
中
路
の
六
図
幅
）、
西
路
の
八
図
幅
は
、
各
巻
の
な
か
で
は
、
基
本
的
に
長
城
に
沿
っ
て
東
か
ら
西
へ
と
配
列
さ
れ
る
こ
と
。
国
立
故
宮

博
物
院
所
蔵
の
「
山
西
辺
垣
図
群
」
に
含
ま
れ
る
地
図
、
合
計
一
四
八
図
幅
、
二
十
二
組
あ
る
こ
と
。
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』（
十
三

図
幅
）
に
欠
け
て
い
た
の
は
、
中
路
の
五
図
幅
と
西
路
の
二
図
幅
で
あ
る
こ
と
。『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
欠
け
て
い
る
七
図
幅
が
ま
と
め
ら
れ

た
と
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
巻
や
図
の
所
在
は
、
故
宮
博
物
院
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
故
宮
博
物
院
の
「
山
西
辺

垣
図
群
」
に
は
白
色
の
城
郭
が
存
在
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
『
三
関
図
説
』
の
記
載
か
ら
考
証
し
た
結
果
、
白
色
が
石
造
城
郭
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
の
こ
と
が
手
が
か
り
と
な
り
、『
山
西
辺
垣
布
陣
図
』
に
見
え
る
藍
色
・
黄
色
の
配
色
が
、
甎
包
・
土
包
に
対
応
す
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
と
分
析
の
最
大
の
成
果
は
、「
山
西
辺
垣
図
群
」
が
国
立
故
宮
博
物
院
と
京
都
大
学
に
所
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
山
西
辺
垣
図
群
」
は
、
大
き
な
規
模
の
事
業
の
一
環
と
し
て
体
系
的
に
作
成
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
山
西
辺
垣
図
群
」
は
、

明
末
清
初
と
い
う
時
代
に
、
ど
の
よ
う
な
地
域
的
・
政
治
的
・
軍
事
的
情
勢
を
背
景
に
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
、
ど
れ

く
ら
い
の
期
間
継
続
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
作
成
さ
れ
進
呈
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
山
西
辺
垣
図
群
」
に

つ
い
て
究
明
す
べ
き
課
題
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
文
献
学
、
絵
画
論
、
地
理
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
共
同
研
究
を
継
続
し
、
京
都
大
学
蔵
『
山
西
辺
垣

布
陣
図
』
お
よ
び
故
宮
博
物
院
蔵
の
『
山
西
辺
垣
図
』
と
『
山
西
三
関
辺
垣
図
』
に
つ
い
て
、
文
字
情
報
や
描
図
の
解
読
と
分
析
、
長
城
を
軸
と

す
る
軍
事
防
衛
圏
の
空
間
構
成
と
機
能
の
分
析
と
い
っ
た
研
究
課
題
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、
故
宮
博
物
院
以
外
の
諸
機
関
で
の
類
品
調
査
や

山
西
省
で
の
長
城
地
帯
踏
査
に
よ
る
現
地
比
定
も
実
現
さ
せ
た
い
。

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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注（
１
）�
田
中
和
子
・
木
津
祐
子
・
宇
佐
美
文
理
（
二
○
一
○
）「『
山
西
鎮
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
に
関
す
る
地
理
学
、
文
献
学
、
絵
画
論
的
調
査
―
予
備
的
考
察
―
」、

京
都
大
學
文
學
部
研
究
紀
要
、
第
四
十
九
号
、
一
～
五
三
頁
。

（
２
）�

李
孝
聡
「
中
国
古
地
図
の
再
会
―
台
北
故
宮
博
物
院
所
蔵
図
の
整
理
と
考
察
―
」、
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
田
章
裕
（
編
）『
大
地
の
肖
像
―
絵
図
・
地
図
が

語
る
世
界
―
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
第
二
十
章
、
四
一
○
～
四
二
四
頁
。

（
３
）�『
山
西
通
志
』
職
官
志
で
は
黃
徽

・
呂
維
橒
・
劉
漪
の
着
任
時
期
が
一
年
づ
つ
遅
れ
る
が
、
前
年
の
任
命
を
受
け
着
任
が
翌
年
に
か
か
る
の
は
、
必
ず
し
も
異

と
す
る
に
は
足
り
な
い
。

（
４
）（
注
１
）
所
携
の
李
孝
聡
論
文
に
も
、
王
庸
目
録
と
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
図
と
の
間
に
冊
数
の
出
入
が
有
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
四
一
六
頁
）。

（
５
）�『
山
西
鎮
總
圖
』
第
五
～
六
册
（
明
萬
暦
三
十
一
年
刊
本
）（（
明
）
楊
時
寧
編
『
宣
大
山
西
鎮
總
圖
』
三
巻
）（
玄
覽
堂
叢
書
第
二
○
～
二
五
册
）。

（
６
）『
寧
武
府
志
』
十
二
巻
（
清
魏
元
樞
）
乾
隆
十
五
年
序
刊
本
。

（
７
）『
三
關
圖
説
』（
明
萬
暦
三
十
五
年
）。

（
８
）『
國
立
北
平
圖
書
館
特
藏
清
内
閣
大
庫
輿
圖
目
録
』、
國
立
北
平
圖
書
館
刊
、
一
九
三
四
年
、
八
～
一
○
頁
。

（
９
） �

國
立
中
央
圖
書
館
編
輯
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
』（
國
立
中
央
圖
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に
は
、「
清
初
巡
按
山
西
監
察
御
史　

蔡
應
桂
等
進
呈
絹

本
彩
繪　

五
七
×
八
五
公
分　

北
平
」
と
著
録
さ
れ
る
（
三
三
九
頁
）。

（
10
） �

國
立
中
央
圖
書
館
編
輯
『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
』（
國
立
中
央
圖
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に
は
、「
清
初
巡
按
山
西
監
察
御
史　

劉
漪
進
呈
絹
本
彩

繪
四
六
×
七
三
．
五
公
分　

北
平
」
と
著
録
さ
れ
る
（
三
三
九
頁
）。

（
11
）『
九
邊
圖
』（
明
隆
慶
三
年
）
所
収
の
「
山
西
鎮
總
圖
」
お
よ
び
「
山
西
鎮
分
圖
」。

（
12
）
五
万
分
の
一
地
形
図
「
利
民
堡
」（
軍
事
委
員
會
軍
令
部
陸
地
測
量
總
局
）
民
国
十
一
年
測
絵
（
台
湾
中
央
研
究
院
所
蔵
）。

［
付
記
］�

本
研
究
に
は
、（
財
）
鹿
島
学
術
振
興
財
団
・
平
成
二
十
一
年
度
研
究
助
成
「『
山
西
長
城
辺
垣
布
陣
図
』（
仮
称
）
の
研
究
と
修
復
保
存
」（
代
表
・

宇
佐
美
文
理
）
の
助
成
金
を
使
用
し
た
。
国
立
故
宮
博
物
院
で
の
調
査
に
際
し
て
は
図
書
文
献
処
の
盧
雪
燕
先
生
に
、
中
央
研
究
院
で
の
調
査
に
際

し
て
は
歴
史
語
言
研
究
所
の
范
毅
軍
先
生
な
ら
び
に
人
文
社
会
科
学
研
究
中
心
の
廖
泫
銘
先
生
の
ご
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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Comparative Study on Maps along the Great Wall 
in Shanxi 山西 Stored in National Palace Museum 

of Taiwan and in Kyoto University

 Kazuko TANAKA and Yuko KIZU

 Maps along the Great Wall in Shanxi stored in the National Palace Museum 

of Taiwan and the Kyoto University were compared and analyzed. This 

article makes it clear that:  (1) the National Palace Museum owns two 

different Maps along the Great Wall in Shanxi, which are very similar to  the 

Map stored in the Kyoto University. These maps are regarded to belong to a 

series of 'Maps along the Great Wall in Shanxi.'  (2) A whole set of 'Map along 

the Great Wall in Shanxi' has three subsets of twenty sheets of maps: the 

first set (six maps) covers the geographical area along the east line of Great 

Wall, the second (six maps) covers the area along the central line, and the 

third (eight maps) covers the area along the west line.  (3) In each set, maps 

are piled up basically from eastern map (top page) to western map (bottom 

page).  (4) Two Maps in the National Palace Museum consist of twenty-two 

sets of 148 maps.  (5) The Map stored in the Kyoto University, which has 

thirteen sheets of maps, does not have five maps along the central line and 

two maps along the west line.  (6) The missing maps from the Map stored in 

the Kyoto University could not be found at the National Palace Museum.  (7) 

White colored ramparts, which are made of stones, are drawn in the Maps 

stored in the National Palace Museum, but not in the Maps stored in the 

Kyoto University.  (8) Significance of rampart colors is clarified: indigo-blue-

colored ramparts are made of tiles, and light-brown-colored ramparts are 

made of mud.

国立故宮博物院蔵『山西辺垣図』および『山西三関辺垣図』と京都大学蔵『山西辺垣布陣図』との比較
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國立故宮博物院所藏《山西邊垣圖》、《山西三關邊垣圖》
與京都大學所藏《山西邊垣布陣圖》的比較研究

田　中　和　子　・　木　津　祐　子

　　根據台湾國立故宮博物院之調 ，作者對所獲資料進行了分析，以下幾點已

得到明確：（1）國立故宮博物院藏有與京都大學《山西邊垣布陣圖》來源一致

的《山西邊垣圖》、《山西三關邊垣圖》，今將這些地圖（京大所藏地圖也包在內）

統稱為“山西邊垣圖群”。（2）這些“山西邊垣圖群”一套總共該有二十幅圖，由三

個部分所構成，各個分別表示山西鎮東路（計六幅圖）、中路（計六幅圖）、西

路（計八幅圖）及其周邊地域，（3）大體沿“內長城”自東向西排列。（4）國立故

宮博物院所藏的《山西邊垣圖》、《山西三關邊垣圖》，總計二十二套一百四十八

幅圖；（5）京都大學所藏《山西邊垣布陣圖》（計十三幅圖）所缺損之圖為中路

五幅和西路二幅圖。（6）然而在故宮博物院的地圖群中却不能發現可以互補京大

所缺部份的多餘的七幅圖。（7）故宮博物院的“山西邊垣圖群”中有兩座城堡用白

色顏料描繪的城郭，根據《三關圖說》中有關記載進行考證，這些白色果然是為

了表示石砌包修的城郭配用的。（8）以此為線索而重新探討《三關圖說》記載，

得知《山西邊垣布陣圖》中用藍﹑黃顏料彩色的城郭，分別表示甎﹑土包修的城

郭。
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